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研究背景 

近年、ペットショップが抱える問題が話題となっている。そこで筆者は、購買者の倫理的な

意識の向上等を通じてペット市場における保護動物のシェアを高めることができれば、ペ

ットショップでの問題を減らせるのではないかと考えた。 

研究目的 

本研究では、ウェブアンケートを通して、犬に対する回答者の選好と倫理的問題意識が犬の

購入先として保護施設を選択する確率に与える影響を調べる。結果を用いて、倫理的意識の

向上やマッチングシステムの改善により保護動物の選択確率を改善できるか考察する。 

調査・分析方法 

犬の飼育に関心がある人 202 人に対してアンケート調査を行い、ペット購入において重視

する項目（犬種、価格の安さ、年齢の若さ、血統書の有無、人慣れ）、将来犬を購入すると

仮定した場合の購入先、ペットショップの倫理的問題に対する意識の高さを測定した。将来

の購入先を目的変数、その他の変数を説明変数として多項ロジスティック回帰を行った。 

結果 

将来の購入先として「動物保護施設」を選んだ回答者が最も多く、次いで「ペットショップ」、

「ブリーダー」となった。過去の購入先では、「知人から」が最多で、「ペットショップ」が

次に続いた。購入時に重視する要素は、犬種＞人に慣れ＞年齢＞価格＞血統書の順になった。

回答者は過去に購入したのと同じ購入先を選びやすく、血統書を重視する人は動物保護施

設を避け、倫理的意識が高い人は動物保護施設を選ぶことが分かった。 

考察・結論 

動物保護施設の選択肢を増やすためには、動物保護施設の認知度向上や、購入手続きのわか

りやすい情報提供、ペットの情報提供を強化することが必要だと考えられる。また、過去の

購入先に影響される購入者に対して、動物保護施設のメリットを訴えることが重要である。

これらの施策により、動物福祉を重視した選択肢が広がると考えられる。 

 


